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広報　常陸大宮　　　　平成１９年２月号２

住宅火災を防止するために住宅火災を防止するために
次の７つの事を守りましょう。次の７つの事を守りましょう。
住宅火災を防止するために

次の７つの事を守りましょう。

　

３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
「
春
の
火
災
予

防
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

冬
か
ら
春
へ
季
節
が
移
り
変
わ
る
こ
の
時

期
は
、
空
気
が
非
常
に
乾
燥
し
て
火
災
が
発

生
し
や
す
く
、
ま
た
強
い
季
節
風
に
よ
り
大

火
に
な
り
や
す
い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

　

一
瞬
に
し
て
財
産
だ
け
で
な
く
、
生
命
ま

で
を
も
奪
っ
て
し
ま
う
火
災
。
火
災
を
出
さ

な
い
為
に
は
、
何
よ
り
も
日
頃
か
ら
の
心
掛

け
が
重
要
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
と
も
す
れ

ば
忘
れ
が
ち
な
火
災
に
対
す
る
警
戒
心
を
喚

起
し
、
自
宅
や
職
場
等
の
身
の
回
り
を
も
う

一
度
見
直
し
火
災
予
防
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

火
災
は
、
思
わ
ぬ
状
況
で
発
生
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
火
災
事
例
を
参
考
に
、
皆
さ
ん
も
火

の
取
扱
い
に
は
充
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

事
例
フ
ァ
イ
ル
１

○
収
れ
ん
火
災

　

台
所
出
窓
に
、
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
容
器
の

中
に
木
製
一
升
マ
ス
を
入
れ
て
置
い
て
い
た

と
こ
ろ
火
災
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
収
れ
ん
火
災
と
い
っ
て
、
凸
レ
ン

ズ
状
の
透
明
な
物
体
あ
る
い
は
、
凹
面
鏡
状

の
反
射
物
に
よ
り
一
点
に
集
中
し
た
太
陽
光

が
可
燃
物
を
発
火
さ
せ
起
こ
る
火
災
で
、
夕

方
や
冬
に
比
較
的
多
く
発
生
す
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

レ
ン
ズ
や
凹
面
鏡
と
同
じ
状
況
と
な
る
可

能
性
の
あ
る
物
体
は
直
射
日
光
の
当
た
ら
な

い
場
所
に
お
き
ま
し
ょ
う
。

事
例
フ
ァ
イ
ル
２

○
低
温
着
火

　

ガ
ス
コ
ン
ロ
と
壁
の
距
離
が
近
い
状
態

で
、
長
い
年
月
使
用
を
続
け
る
と
、
壁
内
の

木
材
が
乾
燥
状
態
に
な
り
小
さ
な
穴
が
多
数

で
き
ま
す
。
そ
こ
に
酸
素
が
入
り
込
み
、
酸

化
熱
が
蓄
熱
さ
れ
て
炭
化
状
態
に
な
り
ま

す
。
木
材
の
着
火
温
度
は
一
般
的
に
４
０
０

〜
５
０
０
度
で
す
が
、
炭
化
状
態
の
木
材
で

は
低
い
温
度
（
１
０
０
度
）
で
も
着
火
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
低
温
着
火
と
い

い
ま
す
。

　

予
防
策
は
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
と
壁
の
間
を　
１５

�
以
上
開
け
る
か
、
防
熱
板
等
を
取
り
付
け

て
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

消さないで消さないで
あなたの心のあなたの心の 注意の火注意の火

消さないで
あなたの心の 注意の火
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広報　常陸大宮　　　　平成１９年２月号３

　

平
成　

年
中
に
、
市
内
で
発
生
し
た
火
災
や
救
急
及
び
救
助
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１８

　

出
火
件
数
は
、
昨

年
の　

件
よ
り
６
件

２２

（　

・
３
％
）
減
少

２７し
ま
し
た
。

　

火
災
種
別
ご
と
に

み
る
と
、
建
物
火
災

が　

件
と
最
も
多
く

１１
な
っ
て
い
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
た
か
？

　

平
成　

年
６
月
に
消
防
法
が
改
正
さ
れ
、

１６

全
国
一
律
に
平
成　

年
６
月
１
日
か
ら
、
す

１８

べ
て
の
新
築
住
宅
に
対
し
て
「
住
宅
用
火
災

警
報
器
」の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
の
条
例
で
は
、
既
存
住
宅
へ
の
適
用
時

期
を
平
成　

年
６
月
１
日
と
し
て
い
ま
す
が

２０

早
め
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

●火災発生状況

前年比Ｈ１８年区　　分

▲６件１１件建物火災火

災

件

数

０件１件林野火災

１件２件車両火災

▲１件２件そ の 他

▲６件１６件合 計

４５，１１５千円９３，０３５千円損 害 額

▲３３１�９６２�焼 損 面 積

０人１人死 者死
者 ３人４人負 傷 者

▲５世帯８世帯世 帯り
災 １６人１６人人 員
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救
急
出
動
件
数
は
、
前
年
に
比
べ　

件
２４

（
１
・
５
％
）
減
少
し
、
搬
送
人
員
も
１
、５

２
７
人
で
前
年
に
比
べ
て　

人
（
２
・
１
％
）

３３

減
少
し
ま
し
た
。

●救急出動状況

前年比Ｈ１８年区　　分

▲２４人１，５６７人出動件数

▲３３人１，５２７人搬送人員

０件１件火 災

０件０件自然災害

▲４件０件水難事故

２８件２０５件交通事故

▲７件３６件労働災害

▲６件１１件運動競技

▲４１件１７６件一般負傷

▲６件４件加 害

６件２０件自損行為

▲１９件９６６件急 病

２５１件１４８件そ の 他
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市
消
防
本
部
で
は
、
現
在
３
台
の
救
急
車
が
市
民
の
安

心
・
安
全
を
守
る
た
め　

時
間
出
動
態
勢
を
と
っ
て
い
ま
す
。

２４

　

し
か
し
、
最
近
軽
い
ケ
ガ
や
緊
急
性
の
な
い
も
の
に
よ
る

安
易
な
１
１
９
番
通
報
に
よ
る
出
動
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
命
の
危
険
が
あ
る
重
症
患
者
な
ど
へ
の
救
急
出
動

が
遅
れ
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

救
急
車
は
本
来
、
命
に
か
か
わ
る
よ
う
な
病
気
や
ケ
ガ
人

を
一
刻
も
早
く
病
院
に
搬
送
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
利
用

す
る
も
の
で
す
。

　

緊
急
性
の
な
い
病
気
や
ケ
ガ
は
、
自
家
用
車
か
タ
ク
シ
ー

の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。
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救
助
活
動
状
況
を
み
る
と
、
救
助
出
動
件

数
は
前
年
と
比
較
し
て
５
件
減
少
し
ま
し
た
。

●救急出動件数

前年比Ｈ１８年区　　分

▲５件１５件出 動 件 数

０件０件火 災

１件１３件交 通 事 故

▲３件１件水 難 事 故

０件０件自 然 災 害

０件１件機 械 事 故

０件０件建 物 事 故

▲１件０件ガス酸欠事故

０件０件爆 発 事 故

▲２件０件その他事故

��������	
�

　常陸大宮市誕生後、３度目の消
防出初め式が１月７日、辰ノ口の
消防広場で実施されました。
　市内の消防団員、消防署員が一
堂に集い、多数の来賓が見守る
中、分列行進等を実施し、年頭に
当たり、防火・防災に対する職責
の自覚を新たにしました。
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●火災件数構成比

●救急件数構成比

●救助件数構成比
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平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成
平
成　

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年

常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常
陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
のののののののののののののののののののののの
火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火
災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救
急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急
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救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救救
助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助
のののののののののののののののののののののの
概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概
要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要

年　

常
陸
大
宮
市
の
火
災
・
救
急
・
救
助
の
概
要
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平
成
平
成　

年

常
陸
大
宮
市
の
火
災
・
救
急
・
救
助
の
概
要

年　

常
陸
大
宮
市
の
火
災
・
救
急
・
救
助
の
概
要
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広報　常陸大宮　　　　平成１９年２月号４

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸陸大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市ボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボラララララララララララララララララララララランンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」がががががががががががががががががががががが設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立「常陸大宮市ボランティア市民活動センター」が設立
　昨年１２月１日に、ボランティア活動や市民活動を総合的にサポー
トするため「常陸大宮市ボランティア市民活動センター」が発足し
ました。
　「どんな活動がありますか」といった質問や「市民活動に参加し
たい」などの相談をはじめ、活動に関する支援を行っています。
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常陸大宮市社会福祉協議会
常陸大宮市ボランティア市民活動センター
（常陸大宮市ボラセン）

�（５３）１１２５

シルバーリハビリ体操講習会

第
１
回
運
営
委
員
会
の
設
立

 

朗読ボランティア

ボランティア講演会 AED講習会

「常陸大宮市ボランティア市民活動センター」が設立「常陸大宮市ボランティア市民活動センター」が設立

　農林水産大臣から、木村馨さん
（舟生）、木村和義さん（舟生）、立
原義臣さん（野上）、鈴木�夫さん
（岩崎）、中村清さん（上岩瀬）に
感謝状が贈られました。
　これは、永年にわたり農業経営
統計調査農家として、農林水産統
計調査に協力され、その功績が認
められ授与されたものです。
　おめでとうございました。

� �����������������������������������

� �����������������������������������

活動したい人の相談を受けたり、ボランティアを必要
とする人に紹介します。

市民活動相談や紹介

福祉やボランティアに関する情報を収集し、機関誌等
により情報を提供します。

情 報 提 供

福祉への理解・知識を深めるため、手話講座・体験ボ
ランティアやボランティア育成の講習会及び防災講座
等を開催します。

各種市民講座の開講

ボランティア相互の交流の場と出会いの機会をつくり
ます。

市民活動者や団体間
の交流・情報交換

ボランティア活動中、万一の事故に備えるボランティ
ア保険加入の受け付けをします。

ボ ラ ン テ ィ ア
保 険 の 窓 口

市民の皆さんから温かい善意の寄付金や物品をお預か
りし、福祉関係に使用させていただきます。

善 意 銀 行 の 窓 口

主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主なななななななななななななななななななな事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容主な事業内容
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月
９
日
、
小
瀬
一
揆
１
３
０
周
年
記
念

１２
事
業
が
緒
川
総
合
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ

れ
、　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

７０

　

小
瀬
一
揆
は
、
明
治
９
年
、
地
租
改
正
に

反
対
し
て
県
北　

か
村
（
現
常
陸
大
宮
市
と

３３

城
里
町
）の
農
民
が
起
こ
し
た
民
衆
運
動
で
、

こ
れ
に
よ
り
地
租
が
引
き
下
げ
ら
れ
、
地
域

住
民
の
生
活
は
救
わ
れ
ま
し
た
。

　

１
月
５
日
、
西
部
総
合
公
園
体
育
館
に
お

い
て
、
約
３
０
０
人
が
出
席
し
賀
詞
交
歓
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
平
成　

年
中

１８

に
善
意
銀
行
や
奨
学
基
金
、
施
設
整
備
、
芸

術
文
化
振
興
、
防
犯
交
通
安
全
対
策
等
に　
２０

万
円
（
相
当
）
以
上
の
寄
附
を
さ
れ
た
方
々

に
、
矢
数
市
長
か
ら
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　

新
年
の
あ
い
さ
つ
な
ど
が
和
や
か
に
交
わ

さ
れ
る
中
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
美

和
地
域
の
鷲
子
祭
囃
子
保
存
会
に
よ
る
お
囃

子
が
披
露
さ
れ
、
新
春
の
集
い
を
賑
や
か
に

盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
慰
霊

式
と
野
上
平
先
生

に
よ
る
公
演
「
地

租
改
正
と
小
瀬
一

揆
」
が
行
わ
れ
、

参
加
し
た
方
々
は

勇
気
あ
る
義
民
の

行
動
に
思
い
を
馳

せ
、
当
時
を
偲
び

ま
し
た
。

新春に集う
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１
月　

日
、
市
内
で
合
同
自
主
ト
レ
を
開

２０

い
て
い
た
プ
ロ
野
球
選
手
の
指
導
に
よ
り
、

山
方
運
動
公
園
野
球
場
で
「
野
球
教
室
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

指
導
し
た
の
は
、
巨
人
の
野
間
口
貴
彦
選

手
、
栂
野
雅
史
選
手
、
佐
藤
弘
祐
選
手
と
、

�
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�����������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

日
本
ハ
ム
の
武
田
勝
選
手
、
八
木
智
哉
選
手

の
５
人
。

　

教
室
に
は
山
方
中
野
球
部
、
常
陸
大
宮
リ

ト
ル
リ
ー
グ
、
美
和
ス
タ
ッ
ピ
ー
ズ
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
、
御
前
山
ビ
ク
ト
リ
ー
野
球
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
約
１
３
０
人
が
参
加
し
指

導
を
受
け
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
プ
ロ

の
言
葉
に
耳
を
傾
け
一
生
懸
命
練
習
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

教
室
終
了
後
に
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
抽
選
会
が

あ
り
、
各
選
手
が

使
用
し
た
グ
ロ
ー

ブ
や
ス
パ
イ
ク
な

ど
た
く
さ
ん
の
賞

品
が
当
た
り
、
子

ど
も
た
ち
は
大
喜

び
で
し
た
。
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２
月
１
日
、
矢
数
市
長
は
総
務
省
を
訪
れ
、

菅
総
務
大
臣
に
面
会
し
、
現
在
の
常
陸
大
宮

市
の
財
政
状
況
等
を
説
明
。
林
業
の
振
興
を

は
じ
め
、
市
活
性
化
対
策
を
行
う
た
め
の
財

源
確
保
に
つ
い
て
陳
情
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
月
６
日
、
茨
城
県
庁
を
訪
れ
、

幹
線
道
路
の
拡
幅
・
舗
装
等
の
改
良
整
備
の

早
期
実
施
に
つ
い
て
の
陳
情
書
を
、
関
係
市

町
村
と
合
同
で
橋
本
知
事
に
提
出
し
て
き
ま

し
た
。

��������	
相沢　洋子さん（諸沢）

������������������������������������������������������������������������������������������������������

　１月２１日、山方３区で「鳥追い」が行われ
ました。鳥追いとは、田や畑に小屋を建て、
子どもたちがその中に籠もって行う小正月の
行事で、もとは田畑の害鳥を追い払い豊作を
願うものでした。昔は多くの地域で行われて
いましたが、現在ではほとんどが断絶してし
まいました。
　山方３区では、この伝統を残すと共に地域
の人々の繋がりを深めようと、８年前に復活
させました。鳥追いには、小屋作りをはじめ
花餅やそば、芋串づくりなど地区内の人々が
総出で協力し合い準備を進めます。
　また、鳥追いの中では４２歳の厄年の男性が
「厄落とし」の意味を込めて賽銭を落とし、そ
れを子どもが拾うという儀式を行います。
　当日は、地区内の子どもからお年寄りが集
まり、振る舞われた芋串やそばなどを味わい
ました。歴史ある行事を守りながら、世代を
超えた交
流が深め
られたよ
うです。

▲橋本知事に陳情書を提出 ▲菅総務大臣に説明する市長
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 （主催：市教育委員会・市体育協会）

　１月１４日、２回目となる市駅伝大会が大宮運動公園市民
球場をスタート・ゴールとするコースで行われました。
　小学生の部は公園内の周回コース約０．８�を５区間走る
もので、６５チームが参加しました。中・高・一般の部には、
市内外から１０９チームが参加し、大宮地域内の７区間２１．１�

を走りました。
　当日は冬晴れの澄み切っ
た青空の下、選手たちは沿
道からの声援を受けなが
ら、ゴールめざし健脚を競
い合いました。
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･･･シリーズ⑤男女共同参画
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基本目標� 男女がともに参画する社会づくり
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基本目標� 男女共同参画を推進する行政の仕組みづくり
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本
校
は
、
平
成　

年
４
月
に
学
校
再
編
に

１５

よ
り
久
隆
小
学
校
・
盛
金
小
学
校
・
舟
生
分

校
・
山
方
小
学
校
・
諸
富
野
小
学
校
の
５
つ

の
学
校
が
一
緒
に
な
っ
て
誕
生
し
た
学
校
で

す
。
そ
の
た
め
、
と
て
も
広
い
学
区
で
あ
る

た
め
に
４
台
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用
し
て

登
下
校
し
て
い
ま
す
。 
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学
習
内
容
を
確
実
に
身
に
つ
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
児
童
一
人
一
人
の
個
に
応
じ
た

学
習
の
手
助
け
を
工
夫
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

算
数
・
国
語
の
学
習
で
、
担
任
の
先
生
と

学
習
補
助
員
の
先
生
が
チ
ー
ム
を
組
ん
で
２

〜
３
人
で
授
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
学
習
内

容
を
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
と
マ
ス
タ
ー

コ
ー
ス
に
分
け
た
習
熟
度
別
の
学
習
を
行
い

ま
す
。
２
〜
３
人
の
先
生
が
個
に
応
じ
て

ゆ
っ
く
り
教
え
た
り
、
ど
ん
ど
ん
練
習
問
題

を
し
た
り
と
、
で
き
る
喜
び
が
味
わ
え
る
よ

う
な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

　

児
童
か
ら
は
「
質
問
が
し
や
す
い
」「
わ

か
る
ま
で
教
え
て
も
ら
え
る
」「
練
習
問
題
が

た
く
さ
ん
で
き
る
」な
ど
の
声
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
声
を
大
切
に
、
日
々
研
さ
ん
に

励
ん
で
い
ま
す
。

（児童数：185人　山方3292　�57-2801）

　

心
と
体
を
鍛
え
、
た
く
ま
し
い
子
の
育
成

を
め
ざ
し
て
体
力
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す
。
業
間
運
動
を
学
期
に
よ
っ
て
変
え
、
い

ろ
い
ろ
な
運
動
を
工
夫
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

１
学
期
に
は
短
距
離
走
を
行
い
ま
す
。
ジ

グ
ザ
グ
走
り
、
フ
ラ
フ
ー
プ
跳
び
、
ハ
ー
ド

ル
跳
び
な
ど
楽
し
く
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

　

２
学
期
は
、
校
内
持
久
走
大
会
に
向
け
て

長
距
離
走
の
練
習
を
し
ま
す
。
自
分
の
目
標

タ
イ
ム
を
め
ざ
し
、
途
中
で
苦
し
く
な
っ
て

も
走
り
抜
け
る
よ
う
に
心
と
体
を
鍛
え
ま
す
。

　

３
学
期
は
な
わ
と
び
で
す
。
な
わ
と
び
検

定
を
行
い
、
友
達
と
一
緒
に
協
力
し
て
い
ろ

い
ろ
な
と
び
か
た
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
給
食
の
時
間
等
で
食
の
指
導
を
行

い
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
大
切
さ
も
学
習
し

て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
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一
日
の
ス
タ
ー
ト
は
読
書
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
時
間
に
な
る
と
、
ど
の
学
級
か
ら
も

ペ
ー
ジ
を
め
く
る
音
だ
け
が
聞
こ
え
、
静
か

な
雰
囲
気
で
一
日
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
朝

の　

分
間
読
書
は
毎
日
実
施
し
て
い
ま
す
。

１０
本
校
で
は
、
国
語
力
の
向
上
と
豊
か
な
心
の

育
成
を
め
ざ
し
て
読
書
活
動
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
図
書
室
や
学
級
文
庫
か
ら
思
い
思
い

の
本
を
準
備
し
、
い
つ
で
も
本
が
読
め
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　
　

月
に
は
、「
読
書
集
会
」
を
行
い
ま
し

１０
た
。　

冊
以
上
読
ん
だ
児
童
の
表
彰
、
各
学

５０

級
の
児
童
か
ら
、
読
ん
だ
本
の
中
か
ら
お
勧

め
の
本
の
紹
介
、
ま
た
、
先
生
か
ら
本
の
思

い
出
発
表
な
ど
を
し
ま
し
た
。

　

保
護
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
読
み
聞

か
せ
も
行
っ
て
い
ま
す
。
紙
芝
居
や
朗
読
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
は
と
て
も
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
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市
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
六
字
様
と
い
う
行
事
を
知
っ
て
い
ま

す
か
。
今
で
も
緒
川
の 
小  
舟 
地
区
、
美
和

こ 
ぶ
ね

の 
高  
部 
地
区
、 
氷  
之  
沢 
地
区
で
行
わ
れ
て

た
か 
ぶ 

ひ 

の 
さ
わ

い
ま
す
。
ど
ん
な
行
事
な
の
で
し
ょ
う
か
。

�
�
�
�
�
��
�
	

　

小
舟
地
区
の 
前  
屋  
大  
貝 
集
落
で
は
、
お

ま
え 
や 
お
お 
が
い

盆
明
け
の
十
八
日
に
「
六
字
様
」
と
呼
ば

れ
る
行
事
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

　

六
字
様
と
は「 
南  
無  
阿  
弥  
陀  
仏 
」の
六
字

な 

む 

あ 

み 

だ 
ぶ
つ

の
名
号
の
こ
と
で
、
こ
の
文
字
自
体
が
仏

さ
ま
と
同
じ
意
味
を
持
つ
と
さ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
集
落
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
っ
て
、

写
真
の
よ
う
な
六
字
様
を
作
り
ま
す
。
竹

で
で
き
た
傘
状
の
骨
組
み
に
お 
札 
と
花
飾

ふ
だ

り
を
つ
け
た
も
の
で
、
お
札
に
は
「
六
字

様
」「
南
無
阿
弥
陀
仏
」な
ど
と
筆
で
書
き
、

ま
た
版
木
か
ら 
摺 
っ
た
札
を
つ
け
ま
す
。

す

版
木
に
は
阿
弥
陀
三
尊
の 
種  
子 
、「 
奉  
納 

し
ゅ 
じ 

ほ
う 
の
う

 
大 だい 
乗 

じ
ょ
う 

妙 
み
ょ
う 

典  
日  
本  
回  
国 
」「 
奥 

て
ん 
に 
ほ
ん 
か
い 
こ
く 

お
う 

州 
し
ゅ
う 

仙  
台  
名  
取  
郡 

せ
ん 
だ
い 
な 
と
り 
ぐ
ん

 
長 なが 
袋 

ふ
く
ろ 

村 
」
と
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
地

む
ら

は 
秋  
保  
温  
泉 
で
有
名
な 
宮  
城  
県  
仙  
台  
市  
太 

あ
き 
う 
お
ん 
せ
ん 

み
や 
ぎ 
け
ん 
せ
ん 
だ
い 
し 
た
い

 
白  
区  
秋  
保  
町 
に
あ
た
り
ま
す
。
な
ぜ
仙
台

は
く 
く 
あ
き 
う 
ま
ち

の
村
か
ら
こ
の
版
木
を
受
け
て
き
た
の
か

今
で
は
全
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
江
戸
時
代

に
、
全
国
を 
巡 

じ
ゅ
ん 

礼 
し
て
い
た
「
六
十
六
部
」

れ
い

と
呼
ば
れ
る
人
々
に
よ
っ
て
こ
の
地
に
も

た
ら
さ
れ
た
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
地

元
の
人
た
ち
の
間
で
は
、
四
百
年
ほ
ど
前

に
こ
の
地
で
病
気
が
流
行
っ
た
と
き
に
、

長
袋
村
に
行
っ
て
受
け
て
き
た
お
札
で
あ

る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
、
版
木

を
受
け
取
っ
て
き
た
も
の
か
、
そ
れ
と
も

お
札
を
手
に
入
れ
て
、
そ
れ
を
み
て
土
地

の
人
が
彫
っ
た
も
の
な
の
か
、
そ
れ
に
つ

い
て
も
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
お
礼
を
花
飾
り
と
と
も
に
赤
く
着

色
し
て
飾
り
ま
す
。
作
り
終
え
た
六
字
様

を
持
っ
て
集
落
内
を
一
軒
ず
つ
歩
い
て
回

り
、
お
札
を
配
っ
て 
喜  
捨 
を
受
け
ま
す
。

き 
し
ゃ

六
字
様
を
供
養
し
た
石
碑
が
山
の
頂
上
に

あ
り
、
昔
は
そ
こ
へ
も
お
参
り
に
行
っ
た

よ
う
で
す
が
、
そ
の
風
習
は
や
が
て
簡
略

化
さ
れ
、
現
在
で
は
山
の 
麓 
ふ
も
と

の 
供  
養  
碑 
に

く 
よ
う 
ひ

お
参
り
に
行
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
こ
へ
も
お
札
を
あ
げ
る
の
が

通
例
で
す
。

　

六
字
様
は
こ
の
地
域
一
帯
で
広
く
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
小
舟
地
区
の
ほ
か
の
集

落
で
も
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
現

在
も
続
け
て
い
る
の
は
前
屋
大
貝
集
落

と
、
隣
接
す
る
美
和
地
域
の
一
部
だ
け
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
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高
部
地
区
の
大
貝
集
落
で
は
六
月
一
日

に
行
わ
れ
ま
す
。
花
飾
り
は
ほ
ぼ
同
じ
も

の
で
す
が
、
こ
ち
ら
で
は
「
シ
ナ
イ
」
と

呼
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
現
在
は
世
話
人

四
人
が
お
札
を
配
っ
て
集
落
内
を
回
り
歩

き
ま
す
。

　

続
い
て
八
月
十
六
日
に
な
る
と
、
氷
之

沢
地
区
の 
元  
沢 
集
落
で
お
こ
な
わ
れ
ま

も
と 
さ
わ

す
。
こ
ち
ら
で
は
「
ホ
ロ
」
と
呼
ん
で
い

ま
す
。
二
十
年
ほ
ど
前
ま
で
は
同
様
に
花

飾
り
を
作
っ
て
集
落
内
を
回
っ
て
い
ま
し

た
が
、
現
在
は
「
ゴ
シ
ン
」
と
呼
ば
れ
る

最
上
部
を
集
落
セ
ン
タ
ー
に
お
祭
り
す
る

の
み
と
な
り
ま
し
た
。
地
区
の
人
は
そ
れ

を
お
参
り
に
行
き
、
無
病
息
災
を
願
う
そ

う
で
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
市
内
の
他
地
域
は
も

ち
ろ
ん
、
市
外
で
も
行
わ
れ
て
い
な
い
風

習
で
す
。
今
年
の
夏
は
、
六
字
様
を
見
に

行
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

聞
き
取
り
調
査
に
あ
た
り
、
内
田
昭
次

氏
、
佐
藤
三
千
六
氏
、
相
田
功
氏
に
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。 （

歴
史
民
俗
資
料
館
）

�����
�
前
屋
・
大
貝
集
落
の
六
字
様

�
版
木
で
摺
っ
た
お
札

ろく じ さま
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�

　何らかの病気が原因で起こるものでない、生活習慣に伴う慢性の常習（機能性）便秘が一般的です。

その中でも３つのタイプに分けられます。

特　徴　便秘の大半がこのタイプといわれています。便が出ないために膨満感や残便

感があり、食欲も低下してしまいます。

原　因　運動不足や偏食・小食などよる腸のぜん動運動の低下が原因です。

特　徴　直腸に便がたまってしまい、コチコチに便が固くなります。場合によって

は、切れ痔になってしまうこともあります。

原　因　便意を我慢する習慣や下剤・浣腸などを繰り返し使ったりすることなどが原

因です。

特　徴　強い腹痛を伴い、また便意は強いのですが量は少なく、出た後にも強い残便

感があります。

原　因　社会的・日常的な強いストレスが原因です。

�

�����
�������

�

　毎日の生活の中で、便秘でお悩みの方も多いと
思います。
　今回は便秘について考えてみましょう。

　排便の個人差は大きいですが、通常１日１回の便通があります。人によっては２～３日に１回の人も

います。しかし、その場合でも満足できる排便があり、苦痛を感じない場合は便秘ではありません。逆

に毎日便通があっても苦痛や残便感など不快感を伴う場合、「便秘」とみなします。

���������������������

■どういう状態を便秘というか？

■便秘の種類

弛緩性便秘弛緩性便秘

直腸性便秘直腸性便秘

�痙攣性便秘痙攣性便秘

■便秘の解消法

１ 排便の習慣をつくろう１ 排便の習慣をつくろう１　排便の習慣をつくろう

便意の起きるときに排便をしな

かったりすると便意を感じる機能

が低下します。１日1.5㍑ のお茶

やお水などの水分をとることや、

朝起きたらコップ一杯のお水や牛

乳を飲むのも効果的です。

３ 腹筋を鍛えよう
２ 食事はご飯を中心に規則

正しく、食物繊維の多い
ものを食べよう

２ 食事はご飯を中心に規則２　食事はご飯を中心に規則
正しく、食物繊維の多い正しく、食物繊維の多い
ものを食べようものを食べよう

イモ、豆、野菜、海藻、きのこ、

こんにゃくなどは積極的にとりま

しょう。ただし、痙攣性の便秘

は、食物繊維の多いものを控え、

刺激の少ないものにしましょう。

３ 腹筋を鍛えよう３　腹筋を鍛えよう

腹筋の力が弱いと排便が困難にな

ります。腹筋を強くするために

は、適度な運動を心がけましょ

う。また、大腸の運動を活発にす

るには下腹部を時計回りに「の」

の字を描くようにマッサージを行

う方法等もあります。
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※市内の医療機関の診療時間は午前９時から午後３時までです。
県外の医療機関については個別にお問い合わせください。
※当番医のやむを得ない都合により休診または、時間変更となる
ことがありますので、電話で確認してからお出かけください。
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�休日・祝日の当番医　　2/18～3/25
電話番号病院名（所在地）日付
（52）0547

0287（82）2781
0285（64）1122

岡崎外科医院（上町）
七合診療所（栃･那須烏山市）
もてぎの森「メディカルプラザ」

（栃・茂木町）

2/18

（53）2115
0287（88）2056
0285（63）2303

丹治医院（東富町）
林田医院（栃･那須烏山市）
吉永医院（栃・茂木町）

25

（52）0116
0287（82）2157
0285（63）0320

小泉医院（上町）
星医院（栃･那須烏山市）
今井医院（栃・茂木町）

3/4

（53）1111
0287（84）0001
0285（63）0036

志村大宮病院（上町）
水沼医院（栃･那須烏山市）
大兼医院（栃・茂木町）

11

（52）0547
0287（84）3850
0285（63）5131

岡崎外科医院（上町）
山野クリニック（栃･那須烏山市）
桜井内科（栃・茂木町）

18

（52）3181
0287（88）6211
0285（63）1151

上久保医院（東富町）
青木医院（栃･那須烏山市）
茂木中央病院（栃・茂木町）

21

（53）2115
0287（82）2170
0285（64）1122

丹治医院（東富町）
阿久津医院（栃･那須烏山市）
もてぎの森「メディカルプラザ」

（栃・茂木町）

25

◎24時間体制で緊急医療情報を提供…
救急医療情報コントロールシステム
�029－241－4199

◎お子さんが心配な時、看護師が相談に応じます
茨城こども救急電話相談
プッシュ回線の固定電話から　　　�＃8000
◆相談日時　月～金　18：30～22：30
※プッシュ回線ではない固定電話、携帯、公衆電話からは

　�029－254－9900
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開場／13：30　開演／14：00
全席自由　2,500円

「ラブユー東京」 
「雨の銀座」 
「城ヶ崎ブルース」 
「たそがれの銀座」 他

その他
ダーク広和（マジック）
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■■■　工事のお知らせ　■■■

　常陸大宮市文化センターでは、屋根防水・塗装及び
舞台改修等の工事を予定しています。
　それに伴い、

平成19年６月１日～７月31日（予定）
の期間中、大ホール及び小ホールをご利用いただけま
せん。
　利用者の皆様には、ご不便をおかけいたしますが、
ご理解いただきますようお願いいたします。
　なお、会議室１・２、リハーサル室１・２、スタジ
オ、和室１・２については、通常通りご利用いただけ
ます。
　今後とも変わらずご利用くださいますよう併せてお
願い申し上げます。
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問い合わせ先　市教育委員会美和事務所
�58－2142　　FAX 58－2817
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古紙配合率����再生紙を使用しています 

常陸大宮市の人口（１月１日現在・推計常住者）

総人口４７，２３１人（男２３，０４５人、女２４，１８６人）
世帯数１６，１６８世帯
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なぎなた交流大会
平成19年11月11日～12日
会場地　常陸大宮市
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　12月16日、栃木県アーデル
霧降スケート場で「スケート教
室」が開催され、26人が参加し
ました。
　当日は、快晴の中、現地での
インストラクター及び緒川地域
体育指導委員の指導を受け、参
加者全員が上手に滑れるように
なりました。
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　１月21日、福島県会津高原
だいくらスキー場で、地域内の
大人から幼稚園児まで33人が
参加し、「御前山スキー教室」が
行われました。
　当日は、天気・雪質とも最高
のコンディションの中、楽しく
滑ることができ、初めてスキー
をした人も、最後にはリフトに
乗って降りられるまでになり
ました。

　１月５日、福島県会津高原だ

いくらスキー場で「子どもス

キー教室」が開催され、山方地

域の小学３年から６年生64人

が参加しました。

　子どもたちは冬晴れの中、ス

キー実習を行い、真っ白な雪の

上を気持ち良く滑りました。

　市内の「辰ノ口」「岩崎」「小場」の三堰は全国的にも最大級
の規模を誇るものです。３５０年前、その三大江堰を開設した永
田茂衛門親子の偉業を記した資料「図説　永田茂衛門親子と三
大江堰」が完成しました。
　この資料は、旧大宮町教育委員会が発刊した「水戸藩利水史

料集」を親しみやすい内容にし
た普及版です。生涯学習や小中
学生郷土学習の教材として広く
活用していただけるよう、写真
や図版を多く取り入れ作成しま
した。この地域の発展に尽力し
た先人の遺業等に触れることが
できる資料です。ぜひご活用く
ださい。
　なお、この資料の詳細につい
ては、お問い合わせください。

問い合わせ先
歴史民俗資料館大宮館　�５２－１４５０




